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２年生第1セッション

あいての話を上手に聞こう！

所要時間
45分

目的
１．ピア･サポートの意味を知らせ、そのような関係を作るための第一歩として、相手の話を聞く行動が重要であることを認識させる。

２．１年生のときに学習した聞き方の5つのポイント（①へんじをする、②していることをやめる、③あいてに体をむける、④ うなずく、⑤さいごまで聞く）を復習させる。（プログラム導入の初年度は、新しい学習となる。）

３．上手な聞き方の5つのポイントを練習させる。

準備するもの

□フラッシュカード(「なかまや友だちと、なかよくする・たすけあう（イラスト付き）」「ピア・サポート」「あいての話を上手に聞こう！」ウサギのイラスト（無表情、にっこり）、クマのイラスト（しょんぼり、にっこり）「①へんじをする」「②していることをやめる」「③あいてに体をむける」「④うなずく」「⑤さいごまで聞く」)
□モデル提示用映像、機材一式（プロジェクター、スクリーンなど）　　　　　　　　　　　　　

□おたすけカード

□プリント1「上手に聞けたかな？」拡大版（A３程度の大きさ）
□プリント1「上手に聞けたかな？」

□だい1かいかくにんプリント（だい1かいふりかえりプリントと両面印刷：児童数）
□だい1かいふりかえりプリント（だい1かいかくにんプリントと両面印刷：児童数）

般化維持プログラム

□ポスター「上手な聞き方は？」

□だい1かいチャレンジ・プリント（児童数）

□2年生ぴあっこしんぶん1（児童数）

児童の持ち物

□ピア･サポートじゅんびプリント（児童数）

＊使用するかしないかいは実態に応じて決める。ただし、使用する場合は、本授業の前に実施しておくこと。
□ピア･サポート・ファイル　　　　　　　　　　
□筆記用具
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	活動項目
(所要時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．はじめに(2分)

	ピア・サポートの意味(2/2)

	1．ピア・サポートって何？
· 今日から「ピア･サポート」という授業がはじまります。はじめに、ピア･サポートの言葉の意味を説明します（導入して2年目以降は「確認」になる。）。
・ピア･サポートというのは外国の言葉です。
・では、日本語に直してみましょう。「ピア」というのは「なかま」とか「友だち」という意味です。
・｢サポート」は「なかよくする」とか「たすける」という意味です。
・ですから、「ピア」と｢サポート｣の2つをつなげると、「なかまや友だちと、なかよくする、たすけ合う」という意味になります。

· この「ピア･サポート」の授業では、みなさんがたくさんのなかまや友だちと、仲良くして、助け合うための方法を学習します。

	
	●フラッシュカード「ピア・サポート」「なかまや友だちと、なかよくする、たすけ合う（イラスト付き）」
◇フラッシュカード提示


	2．今日のめあての発表 (1分)

	発表(1/3)
	1．今日の学習のめあてはなに？
· そのために2年生1回目の今日はこれを学習します。読んでみましょう。
→フラッシュカードをクラス全員で読み上げる。

・これが今日の学習のめあてです。
· （*最近、国語の授業で「聞き方」に関する単元を扱っていたら、以下のように関連づけてもよい）聞くという学習は、国語の授業でも行いましたね。
· 実は、なかまや友だちと仲良く、助け合うためには相手の話を「聞く」ということがとても大切です。
· 今日は、みなさんが普段の生活で、どのくらい人の話を上手に「聞くこと」ができているか、見つめ直してみる時間にもなります。

	「あいての話を上手に聞こう！」

	●フラッシュカード「あいての話を上手に聞こう！」
◇フラッシュカード提示


	3. 活動「聞き上手のれんしゅうしよう」(32分)

	モデル提示（2/5）
全体シェアリング(7/12)
5つのポイントの説明(4/16)

　
全体練習(3/19)

2人組の練習(14/33)

まとめ(2/35)


	1．よい聞き方とよくない聞き方のモデル提示 

· では、これからビデオを見ます。ビデオにはクマさんとウサギさんが出てきて、何かお話をしています。

· お話の場面は、2回流れます。1回目と2回目で、ウサギさんの聞き方が違います。クマさんが「話をする役」で、ウサギさんは「話を聞く役」です。みなさんは、どちらに注目すればよいでしょうか？そうです。ウサギさんです。みなさんは、ウサギさんの「聞き方」が、1回目と2回目でどんなふうに違うか、見ていましょう。
· ビデオが終わったら、ウサギさんがどんな聞き方をしていたか質問します。よく見て覚えておきましょう。では、ビデオを見ましょう。

→モデル提示用映像を上映する。児童がビデオを見やすいように席を移動させるなど配慮する。（ビデオではなく指導者と補助者が、実際にモデル提示をしてもよい。）
2.ブレインストーミング
· では、ビデオは終わりです。最初の質問をします。1回目と2回目では、どちらのウサギさんが聞き上手だったでしょうか？
· そうですね。2回目のウサギさんの方が上手に聞けていました。
・では、あまり上手ではなかった1回目のウサギさんの聞き方について考えます。1回目のウサギさんは、どんな聞き方をしていましたか？

→数名指名して意見を発表させる。
· そうですね。（児童から出された意見を拾いながら、わかりにくそうな箇所があれば解説する。）
· 返事をしないで、無視したことに関して：ウサギさんはクマさんに呼ばれても、黙ったままでした。
· 遊びをやめなかったことに関して：呼ばれても遊びを止めませんでした。（無視しているみたい。）
・相手を見ていないなど（視線や姿勢）に関して：途中でクマさんに「こっち向いて！」と言われて、やっとウサギさんはクマさんを見ました。
・動かない、ジーっとしていた（動作、表情）に関して：ウサギさんは、途中でクマさんの方を見ましたが、ジーっとしていて動きませんでした。睨んでいるみたいで怖かったかもしれません。
・最後まで聞いていないに関して：クマさんが話している途中なのに、ウサギさんは自分のことを話していました。
・（★重要発問）では、こういう1回目のような聞き方をしていると、クマさんはどんな気持ちになるでしょうか？

· そうですね。話を聞いてもらえないので、いやな気持ち、悲しい気持ちになります。
・では、今度は2回目のウサギさんの聞き方について考えます。2回目のウサギさんは、どんな聞き方をしていたでしょうか？
→数名指名して意見を発表させる。
· そうですね。（児童から出された意見を拾いながら）2回目は、今までしていることを止めて、相手の方を向いて、クマさんのお話を最後までずっと聞き続けていました。
・（★重要発問）では、2回目のウサギさんのような聞き方をされると、話し手のクマさんは、どんな気持ちになるでしょうか？

· そうですね。自分の話をよく聞いてもらえたので、とてもよい気持ち、うれしい気持ちになるでしょう。

・（★重要箇所）こんなふうにお互いに仲よく、助け合う関係をつくるためには、2回目のウサギさんのような「上手な聞き方」が、とても大切です。
3．聞き方の大切な5つの説明

(＊以下の説明は、長くなりすぎないように！一方的に話すのではなく、｢次は何だと思う？｣「○○って知っている？」「どうしてだと思う？」などと、児童の様子を見て、質問などを入れながら進めるようにするとよい。)
＊導入2年目以降の児童にとっては復習事項である。（「～だったね」と確認して、さっと流す。）

・では、どうすれば2回目のようなウサギさんの上手な聞き方ができるでしょうか。それには、5つの大切なポイントがあります。みんなで順番に整理することにしましょう。
・1つ目のポイントは、話しかけられたら「へんじをする」です。
· 私たちは、せっかく声をかけているのに返事をしてもらえないと、相手に聞こえたのかどうかがわからなくて、心配になります。
· 人から話しかけられたら、すぐに「はい」とか「なあに？」などとはっきり返事をするようにすると、相手はとてもうれしくなります。

· 2つ目は、「していることをやめる」です。
· 話を聞くとき、手いじりをしたり、足を動かしたりしていると、話し手の方も集中できなくなって、とてもいやな気持ちになります。
· 今、何か他のことをしている人はいませんか？
· 今のように、先生の説明を聞くときも、手を止めて、他のことはしないようにします。
· 3つ目は「あいてに体をむける」です。
· 話を聞くときは、体を相手の方に向けて、きちんと背筋を伸ばして、姿勢をよくすることが大切です。
· もちろん、みなさんが言ってくれたように、この中には「相手の顔を見る」ことも入ります。こんなふうに顔だけ向けて体は横を向けて違うことしていたり、体だけ向けて、顔はよそ見したりしているのはおかしいですね。
· 顔も、体もきちんと相手に向けましょう。
・4つ目のポイントは「うなずく」です。うなずくって何だかわかりますか?
・そうです。こうやって頭を動かすことですね。(実際に示す。)
· （＊もし前の全体シェアリングのときに表情についての言及が子どもたちからあれば、ここで説明する。なければ取り上げない。「うなずくときは、さっきみなさんが言ってくれたように、にっこりできるといいです。でも、いつもにっこりだけではありません。楽しいお話のときはにっこりの顔、残念なお話のときは少ししょんぼり顔、というようにお話の中身に合わせて、表情を変えられるといいです。」のように。）
· うなずきながら聞くと、話しをしている人は｢ちゃんと聞いてくれているな｣と思えるので、安心したり、うれしい気持ちになったりします。
・では、みなさんも、実際にうなずいてみましょう。はい、どうぞ。
→首を動かす練習をしてみる。

· とても上手です。

・では最後の5つ目のポイントです。5つ目は、「さいごまで聞く」です。
· お話をしている途中に、割り込んで話したり、途中で聞くのをやめて他のことをしたりすると、相手はとてもいやな気持ちになります。
· 人の話を聞くときには、最後まで聞くことが、相手のことを大切にする、とても大切なポイントです。

· では、ここでこの5つのポイントを、大きな声で読んでみましょう。
→フラッシュカードをクラス全員で読み上げる。

①へんじをする

②していることをやめる

③あいてに体をむける

④うなずく

⑤さいごまで聞く
3-1．全体練習、①～③の練習をする
· では、これからみなさんも練習をしてみましょう。
· 最初は、私とみなさんとで、①～③までの練習をしてみます。
· 私が話す人の役になります。みなさんは聞く人です。まず、私が話し始めるまで、わざと他の方を向いて何かしていましょう。
· そして、私がみなさんのことを呼びます。呼ばれたら、「はい」と返事をし、していることをやめ、体ごと私の方を見ます。では、そこまでをやってみましょう。
· 「2年○組のみなさん！」（＊1年次にも同じ活動を行っている。行動が完全に獲得されていれば、他の呼び方で練習する。）
· みなさん、上手にできましたね。(うまくできなければ、やり直しをする。)では、他の呼び方をしてみますよ。
→「○○さん」「□班さん」「△△号車さん」「男の子」「女の子」など、いろいろな呼び方で練習する。

· 上手にできました。
3-2．全体練習、①～⑤の練習をする
· 今度は、残りの④と⑤のポイントも入れて、全部を使う練習をしてみましょう。
· でも、この4つ目の「うなずく」が少し難しいかもしれません。
· うなずくのによいタイミングは、自分が「そうなんだ！」と思ったときや、話し手が「～だよ」と、少し話と話に間を作ったときです。
· でも、今日は練習なので、○○先生（もしくは指導者本人が行ってもよい）が、みなさんと一緒に、聞く人になってくれます。どこでうなずけばよいかわからない人は、○○先生を見て、その真似をしてみましょう。
· では、始めます。まず何か他のことをしていましょう。
· 「2年○組のみなさん！」
・私のお話を聞いてくれますか？ 
· 私は、今、この2年○組さんが、とても好きです。みんな、友達のいいところをたくさん見つけられるし、勉強も遊びも元気にできるからです。
· 2年生のピア･サポートの学習は、このクラスが、もっとよいクラスになるのに役に立ちます。
・ピア･サポートの学習を頑張って、もっと仲間や友だちと仲よくしたり、助け合ったりすることができるようにしていきましょうね。
· お話を終わります。みなさん上手に聞いてくれましたね。お話した私も、とてもいい気持ちになりましたよ。
· みなさんの聞き方は、大○でした。（実際に両手で大きな丸を作ってみせる。）
3-3．子どもたち同士の練習(隣同士)
· では、次の活動です。今度は、私とではなく、仲間同士で、上手な聞き方の5つのポイントを使う練習をします。相手はお隣でします。初めにプリントを1枚配ります。「上手に聞けたかな？」というプリントです。
· （プリントを配付して）では、プリントに自分の名前を書きましょう。

· 2年○組のみなさん。これから私たちがお手本をします。しっかり見ていましょう。
→以下、モデルを示しながら順に説明していく。

話す人：立ちます。そして「自分の好きなもの」について話をします。この前、準備プリントに書いたことを話します。(＊この用紙は使用しなくてもよい。実態に応じて検討。使用していない場合は、その場で考えさせる。)自分が話を始める前に、その紙を見直して、確認します。
また、話す人は、自分が話をしながら、聞く人がこの5つのポイントがちゃんとできているかどうかを見ます。そして、お話が終わったら、相手のプリントの上手にできていたところに○をつけてあげます。
聞く人：初めは、座って他の方を向いて絵を描いているふりをしています。それから話す人に呼ばれたら、聞く人は、この5つのポイントをします。
· こんな感じです。お手本を見せますよ（よくない例）。

話し手「○○さん」　
聞き手「なあに？」(していることをやめ、相手に体を向ける)

話し手　「私の好きな食べ物は、カレーライスだよ。理由は、野菜がおいしくなるからだよ。それから好きな遊びはおにごっこだよ。だって、みんなで走っていると楽しい気持ちになるからだよ。」
聞き手　（＊5つのポイントを守らないで、わざと肘をついたり、手いじりをしたりして聞く）
· あれ？今の、○○先生の聞き方はどうですか？

· （プリント1の拡大版を使いながら、実際に確認をしながら話す人が、聞く人をチェックするときの仕方を教える）①はできていましたよね？では、②はどうでしたか？

· ②もできていましたね。では、③はどうでしたか？

・できていませんでしたね。できていなかったときは、○はつけません。でも×も書きませんよ。こんなふうにチェックをしていきます
· では、もう一度してみます。（よい例）
話し手　「○○さん」　
聞き手　「なあに？」
話し手　「私の好きな食べ物は、カレーライスだよ。理由は、野菜がおいしくなるからだよ。それから好きな遊びはおにごっこだよ。だって、みんなで走っていると楽しい気持ちになるからだよ。」
聞き手　（＊5つのポイントを守って聞く）

· 今の聞き方はどうでしたか？全部○でしょうか？
· そうです全部○ですね。そうしたら、話し手の人は、聞き手の人のプリントに○をつけてあげましょう。

· では次は、みなさんの番です。
· 始めにお隣の人とプリントを交換しましょう。
· （プリントを交換したら）初めは、廊下側の人が話す人になります。

· 窓側の人は聞く人です。聞く人は、このチェックシートにお絵かきをするふりをして、話し手が声をかけるまで待っていましょう。
· では話す人、立ちましょう。準備はよいですか？始めましょう。
· （様子を見て）お話が終わったら、座っていいです。話す役だった人は、聞く人のプリントに○をつけてあげましょう。
· では、役割交代です。聞く人はプリントにお絵かきをするふりをします。話す人、立ちましょう。
· では、始めましょう。
· （様子を見て）お話が終わったら、話す人は、聞く人のプリントに○をしますよ。
・2年○組のみなさん！プリントを元に戻して、前を向きましょう。
3-4．子どもたち同士の練習(3人組)
· 今度は3人組で練習します。プリントは使いません。プリントの代わりに、審査員の人を作ります。

· 審査員の人は、聞く人が全部のポイントができたら「すごい」の札を出します。1つでもできていなかったら「おしい」の札を出します。そして「これができていなかったよ」などと、どうして「おしい」なのか、理由を教えてあげます。
· では、お手本をしますから見ていましょう。

→児童を1名入れて（審査員にする）、指導者、補助者の3名でお手本を見せる。

· わかりましたか？

· では、3人組を作ります。わかるように帽子をかぶりますよ。ここが赤帽子の列、白帽子の列、黒帽子（かぶらない）の列です。
→帽子をかぶらせ、3人組を理解させ、着席させる（椅子だけ動かすか、机を移動して床に座らせるかなど、位置は工夫する）。

· はじめは赤帽子の人が聞く人です。白帽子の人が話す人、黒帽子の人が審査員です。では、白帽子の人が立ちます。準備はいいですか？始めましょう。
→以下、同様の手順で順番に回す。

4．活動のまとめ

· では、活動を終わります。こちらを向きましょう。
· では、上手な聞き方の5つのポイントを練習してみて、何か感じたことや、気がついたことがありますか？

→（以下の点についてたずねるとよい）

＊上手な聞き方で聞くと、どんな気持ちになるか

＊上手な聞き方をされると、どんな気持ちになるか

＊自分はいつも聞き上手になっているか

· そうですね。上手な聞き方ができるとお互いにいい気持ちになりますね。

· 今日は練習ですと言いましたが、本番はこれからの毎日の生活です。

· これからも、上手な聞き方の5つのポイントに気をつけて、いろいろな人の話を聞くようにしましょう。

	「ウサギさん」
「2回目」
1回目「何も言わなかった」「遊びをやめなかった」「始めはクマさんを見ていなかった」「ぼーっとしているみたいだった」「クマさんが話しているのに、途中でしゃべった」
「やだ」「つまらない」
2回目「返事をした」「すぐに遊びをやめた」「すぐにクマさんを見た」「頭を動かしていた」「最後まで聞いていた」
「うれしい」｢よい気持ち｣
手いじりなどをやめる
うなずいてみる
「はい」指導者の方を見る

「はい」指導者の方を見る、うなずきながら聞く

｢よくないところがあったよ｣
「上手だった！」

プリントを交換する
活動する
活動する
「はい」前を向く
プリントを元に戻す
帽子をかぶり、3人組になる

活動する
発言する


	●モデル提示用映像、機材
◇映像提示

●フラッシュカード「ウサギのイラスト(無表情)」

◇フラッシュカード提示、板書

●フラッシュカード「クマのイラスト（しょんぼり）」

◇クマの気持ちを板書
●フラッシュカード「ウサギのイラスト(にっこり)」

◇フラッシュカード提示、板書

●フラッシュカード「クマのイラスト（にっこり）」

◇クマの気持ちを板書

●フラッシュカード「①へんじをする」
◇フラッシュカードの提示
●フラッシュカード「②していることをやめる」

◇フラッシュカードの提示
●フラッシュカード「③あいてに体をむける」

◇フラッシュカードの提示
●フラッシュカード「④うなずく」

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード｢⑤さいごまで聞く｣
◇フラッシュカード提示

◇児童の見える位置に立ち、一緒にうなずく
●プリント１「上手に聞けたかな？」
◇プリント1配付
◇モデル提示

●プリント1拡大版
●おたすけカード

◇活動の補助

●おたすけカード

◇活動の補助

◇モデル提示

●審査員棒（「すごい」「おしい！」）

●赤白帽子

●審査員棒、おたすけカード、フラッシュカード（帽子3色「はなすひと｣｢きくひと｣「しんさいん」」
◇フラッシュカード提示（役割を動かしていく）、活動の補助



	4.確認(5分)

	確認(5/40)
	· それでは今日学習したことのまとめをします。「だい1かいかくにんプリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。

· 名前が書けたら、あいているところにどんな言葉が入るか、考えて、四角の中に文字を入れましょう。ヒントは黒板にあります。

→早く書けた児童には、個別に近づき、今日のポイントを暗記するように声をかける。

→（少し時間をおいてから）指導者がかくにんプリントを読み上げながら、空欄を確認する。


	プリント記入
	●だい1かいかくにんプリント
◇だい1かいかくにんプリント配付

	5.ふりかえりプリントの記入(5分)

	ふりかえりプリントの記入と回収(5/45)
	· では、かくにんプリントを裏返しましょう。「ふりかえりプリント」というプリントがでてきます。
→以下、プリントに沿って質問をしながら記入を進める。

・次回は、　月　日です。聞き方の2回目の学習をします。次の授業も楽しみにしていましょう。


	ふりかえりプリント記入、提出
	◇だい1かいふりかえりプリント回収
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板書計画（案）
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へんじをした


あそびをやめた


あいてを見た


うなずいた


さいごまで聞いた


とちゅうで話す





④うなずく








③あいてに体をむける








いやな気もち


よくない気もち














　　　ピア･サポート





　


　　　　











②していることをやめる





①へんじをする





⑤さいごまで聞く








なにもいわない


あそびをやめない


よそ見していた


うごかない


とちゅうで話す





あいての話を上手に聞こう！





うれしい気もち


よい気もち
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